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【実践報告⑤】 

自己理解から進路実現につなげるツールの活用 

ー自分ノートの活用から自己理解を深める取組ー 

愛知県立豊田高等特別支援学校 

 

１ はじめに 

本校は、平成４年に開校し、創立33年を迎えた全日制産業科の特別支援学校である。１学年は１学級

８名の６学級、計48名で構成され、現在は全校生徒141名が在籍している。 

校訓の「勤勉・感謝・自立」の精神の下、軽度の知的障害のある生徒が確実に社会自立、職業自立で

きるように、職業教育を中心に学習する養護学校としてつくられた学校である（平成 26 年４月より、

特別支援学校に校名変更）。教育課程は、職業教育（作業学習）を中心に構成され、生徒は働く力を身に

付け、卒業後の一般就労を目指している。進路先は、「ものづくり愛知」を象徴するように、多くの生徒

が愛知県内の製造業に就職している（資料１）。 

 作業学習では、学習を通して働く力を身に付けてい

る。どの作業学習においても、挨拶・報告の姿勢や態

度、集中力、安全、時間を守ることなど働くために必

要な基本的な力や態度を身に付けることを目標とし

ている。卒業後は、会社に就職し、健常者の方と一緒

に働くことになるため、一人前に働くために必要な基

本的な力や態度を、３年間を通して身に付けていく。

３年間の作業学習を経験することで、基礎体力を養

い、礼節を重んじ、仲間意識を高めながら社会性を身

に付けることを目指している。 

 

２ 実践研究内容                       

(1) 研究の概要 

ア 本校の強みと課題   

本校の強みは、卒業後の就職を目指すため、教育課程が働く力を身に付けるための職業教育を中心と

しており、生徒の就職に向けた指導を職員が共通理解の下で行われている点である。また、５年ほど前

から使用している「自分ノート」のツールを活用して、担任が生徒との面談を計画的に行うことで、生

徒の特性や課題を把握し、一人一人の生徒に合わせた課題を意識しながら、日々の指導につなげること

ができている点も本校の強みである。 

本校の課題は、多くの教職員がさまざまな授業で生徒と関わる中で、生徒一人一人の特性や課題を教

職員全体で共有する機会が十分でないことが挙げられる。また、生徒が自己理解を深め、主体的に進路

選択を行うために必要な情報提供の場面が少ないことや体験・経験を行う実習の場を確保することの難

しさも課題として挙げられる。 

イ 研究のねらい 

生徒が進路活動を進めていく中で、自分自身を知り、それを発信したり改善したりすることが必要で

ある。進路活動とは、自分の将来を考え、自分を知り、さまざまな情報を得ながら進路に向けて行動す

【資料１ 令和６年度進路先】 
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ることだと考える。本校へ入学してくる生徒の多くは「将来働きたい」という希望はもっているものの、

具体的にどのような仕事に就きたいのか、そのためにどのような力を身に付ける必要があるのかをイメ

ージすることが難しい生徒が多いように感じている。また、自信がなかったり、自己の強み・弱みの把

握が曖昧であったりするなど、自己理解についても十分でない実態が見られる。そこで本実践では「能

力・特性を理解する力」を高め、自己理解を深めることで、生徒が主体的に進路活動を行えるようにな

るための指導について考えていきたい。 

(2) 三つの取組について 

ア 自己理解を深める取組 

「能力・特性を理解する力」を高め、自己理解を深めるためのツールとして「自分ノート」を活用し

た（資料２）。ノートの作成については自立活動の時間における指導の中で実践した。自立活動とは、特

別支援学校では、必ず行う指導領域であり、「障害による学習上または生活上のつまずきを、自ら改善し

たり克服したりするために必要な知識、技能を身に付けること」を目的としている。 

「自分ノート」を作成するにあたり、三

つのねらいを設定した（資料３）。また、

このツールは、自己理解を図りながら、生

徒一人一人が「なりたい自分」に向けて主

体的に取り組むことを目的としている。

生徒の日常生活や授業での目標として意

識してほしいと考え「～になりたい」と記

入することとした。これらのねらいを踏

まえて、３年間継続して実施している。 

まず、自立活動の６区分のうち「健康、

心、人間関係・コミュニケーション、身体

の動き」の四つの観点に目を向け、できる

ことやできないことを担任・副担任と一

緒に考え、記入した。 

そして、四つの項目の中から、特に伸ば

したいことや改善したいことを二つ程度

選び、「なりたい自分」を設定した。「なり

たい自分」を記入する際には、「伸ばした

いこと」「改善したいこと」の項目を設け、

より具体的に記入できるようにした。そ

の後、生徒が記入した内容を基に、７月、

12 月、３月に担任と個人面談を行い、努力することを一緒に考えたり、取組について評価したりしなが

ら、自分の学校生活の振り返りを行った。これらの取組は、自分のよいところ、苦手なところなどにつ

いて考える機会になるとともに、自分の障害についても知る機会にもなり、障害受容を深めることにも

つながった。面談を繰り返し行っていく中で、苦手なことに対してどのように取り組めばよいかを考え

たり、一人でうまくいかないときには周りの人に自ら相談し、支援を求めたりする力を養うことができ

るよう促した。 

また、三年間継続して実施することで、学年が上がるにつれて自分の成長を確認したり、自分の課題

【資料２ 「自分ノート」様式】 

【資料３ 自分ノートのねらい】 
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を振り返ったりすることができた。担任にとっても１年生からの生徒の気持ちの変化や成長を「自分ノ

ート」を通して把握することができ、生徒の支援方法を考える上での参考となっている。 

 対象生徒の「自分ノート」の記入内容を確認すると、学年が上がるごとに自己理解が深まり、自分の 

目標や課題について具体的に考えることができるようになってきた（資料４、５）。 

 

 

対象生徒Ａについては、資料４が示すように１年生では、自分一人では長所や短所を答えることがで

きなかったため、担任と一緒に学校生活を振り返り、確認を行いながら理解することができてきた。２

年生になると、少しずつ自己理解が進み、卒業後の生活を見据えた「なりたい自分」を具体化し、「伸ば

したいこと」や「改善したいこと」に優先順位を付けて記入ができるようになっていった。 

 

 

対象生徒Ｂについては、資料５が示すように２年生では、自分の強みや弱みが何であるかを十分に理

解することができておらず、「伸ばしたいこと」や「改善したいこと」についての記入があまりできてい

なかった。しかし、３年生になると、企業実習での経験や担任との定期的な面談を通して、自分以外の

人から評価を受けたり、改善点について助言を受けたりすることで、自分からできるようになりたいと

いう気持ちがもてるようになり、そして積極的な意見をたくさん記入することもできるようになってい

った。 

イ 主体的な進路選択につなげる取組 

 「能力・特性に応じた進路を選択する力」

や「進路先を理解する力」を高めるためには、

体験や経験をすることが重要であると考え

る。本校の生徒は、経験不足から生じる自信

のなさや社会性の乏しさを感じることがあ

り、卒業後の就職先についての具体的なイメ

ージがなければ、自分で進路選択をすること

は難しいと感じる。そのため、本校では、各学年で年間通して計画的に進路行事を設定し、さまざまな

体験や経験を積むことができるようにしている（資料６）。特に２年生で行う職場体験実習Ⅰ、Ⅱを年間

２回実施し、職種を変えて実習を行うことで、生徒自身がどのような仕事が自分に合っているか考える

【資料６ 実習等の年間計画】 

【資料４ 対象生徒Ａの変容（１年生から２年生）】 

【資料５ 対象生徒Ｂの変容（２年生から３年生）】 
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機会としている。また、実際に事業所へ行き、働く経験をすることで、自分の課題が見えてくるように

なり、実習後の学校生活においても自分の改善点を意識しながら課題の克服に向けて自ら努力できる生

徒が増えてきている。 

ウ 進路先の移行に向けた取組 

 「能力・特性を表現し、相手に伝える力」や「自ら相談

し支援を求める力」を高めることができるよう移行支援

会議に生徒が参加する取組を行った。自分の言葉で表現

し伝えることができるように練習を行った。移行支援会

議とは、進路先への移行をスムーズに行うために入社前

に改めて生徒の障害特性を確認し、関係機関が連携して

支援内容を共有・協議する会議である。ここでは、３年間

作成してきた「自分ノート」に記入した長所や短所を整理

し、進路先へ伝えることをまとめ、自分の言葉で表現し伝

えることを大切にしている。 

 また、本人、保護者、学校、支援機関、事業所、医療な

どの関係機関が連携して、卒業後の就労へスムーズに移

行できるように個別移行支援計画を作成した（資料７）。

個別移行支援計画には、将来の生活についての希望や、必

要と思われる支援内容、本人を取り巻くネットワークを

記載し、情報共有を行っている。生徒の定着の支援方法を

一緒に考えていくためのツールとして活用している。作成については、担任が中心となって行っている

が、生徒との面談で話した内容を反映させたり、保護者に確認したりしながら内容を考えている。今後

は、「自分ノート」の内容を個別移行支援計画に取り入れていくことができるようにしていきたい。 

(3) 校内体制づくり 

 進路指導を円滑に進めるために

は、進路指導主事を中心として、関係

する担当者間の連携が重要となる。

そのため本校では、校内体制を整え、

関係職員や支援機関の関係と役割に

ついて整理を行った（資料８）。 

本校では、進路指導部の教職員の

みならず、さまざまな教職員が教育

活動全体を通して生徒へ関わってい

る。それぞれの活動を通して、最終的

には担任、生徒本人、保護者へつながるような校内外のネットワークを構築している。特に「自分ノー

ト」の作成、それに関わる面談時間の設定については、教務主任、自立活動主任が協力し、学年主任や

各担任へと連携を図ることができた。生徒との面談は担任が中心となって行っているが、担任だけでな

く生徒と関わる全ての教職員が生徒の課題を理解した上で指導できるよう、面談で一緒に考えて決めた

「なりたい自分」について記入したシートを職業教育（作業学習）で使用する実習日誌の表紙に貼付し

た。これにより、作業に関わる教職員も生徒の目標である「なりたい自分」について知ることができ、

【資料８ 校内ネットワーク】 

【資料７ 個別移行支援計画様式】 
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生徒の指導に生かすことができている。 

また、卒業後の生活への移行についても進路先のみならず、各地域の支援機関への登録を行い、支援

機関の担当者ともつながりをもつことで、生徒が安定して仕事を続けていくことができるような支援体

制を整えている。 

 

３ 実践の成果と課題 

 今回の「自分ノート」を作成する取組は、生徒が自分のやりたいことやできることを整理し、自己理

解を深める機会となった。また、自ら発信する力を身に付けることにもつながった。実践の結果、対象

生徒へのアンケートから、ほとんどの生徒が「自分ノート」を作成することで、１・２年前の自分より

も具体的な進路目標をもつことができ、その達成に向けた方法を自分で考えられるようになったことが

分かった。また、「自分ノート」を活用することで、自分の強みや苦手なことを周りの人に伝えることが

できるようになり、学校の中だけでなく、実習などの進路活動の場においても、同様に実践できる生徒

が増えてきた（資料９）。さらに、３年間継続して段階的な支援を行うことで、「能力・特性を理解する

力」や「能力・特性を表現し、相手に伝える力」の向上が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一方で、生徒自らが主体的に進路活動を行っていくためには、生徒自身が「働きたい」「将来こうなり

たい」という希望や夢をもっていることが大切であると考える。保護者や学校の先生の意見で進路先を

決めるのではなく、自分で決めた進路であるからこそ、主体的に実習などの進路活動を取り組むことが

できると感じている。 

そのため、「自分ノート」に記入した内容を、生徒自らが進路先や卒業後に支援を依頼していく機関の

担当者にも伝えることができる方法については、今後の課題である。また、伝える経験を積み重ねるこ

とにより、成功体験を増やし、生徒の自信につなげるとともに、他者との信頼関係を築き、自ら相談し、

支援を求める力を高めることが求められる。 

就職させることを目的とするだけではなく、さまざまな力を身に付け、社会の中で働き続けることの

できる人材を育てていくことが、本校の進路指導の目標である。 

今後も、社会情勢や障害者雇用の状況を踏まえ、教職員全体で共通理解を図りながら、生徒一人一人

の指導を行っていきたいと考えている。 

 

【資料９ 対象生徒へのアンケート結果】 



　　　　　　　　　　　【別紙１　支援スケジュール（全体）】

校内支援体制の構築

理解 相談 情報 選択 表現

４月 ①理解 教諭 〇 〇

４月 ②選択 進路 進路希望調査票 〇 〇 〇

7月 ②選択 進路

10月 ①理解 進路 〇 〇

11月 ②選択 学年 〇 〇 〇

1月 ②選択 担任 〇 〇 〇

2月 ②選択 進路

2月 ②選択 学年 〇 〇 〇

４月 ①理解 教諭 〇 〇

5月 ①理解 学年 〇 〇 〇

6月 ②選択 進路 〇 〇 〇 〇 〇

9月 ②選択 学年 〇 〇 〇

10月 ②選択 進路 〇 〇 〇 〇 〇

11月 ①理解 担任 個人票

11月 ②選択 進路 進路希望調査票 〇 〇 〇

12月 ②選択 進路 〇 〇 〇

１月 ②選択 担任 進路希望調査票 〇 〇 〇 〇 〇

2月月 ②選択 進路

3月 ②選択 進路 第３回進路指導委員会

４月 ①理解 教諭 〇 〇

4月 進路 第１回進路指導委員会

4月 ②選択 進路 求職登録シート、障害登録シート 〇 〇 〇 〇 〇

②選択 実習に向けての事前指導 進路

6月 ②選択 進路 個人票 〇 〇 〇 〇 〇 各企業へ生徒を推薦 進路

11月 ③移行 担任 個別移行支援計画

12月 ③移行 進路 個別移行支援計画 〇 〇 〇

2月 ②選択 学年 〇 〇 〇

３月 ③移行 担任 個別移行支援計画 〇 〇 〇 移行支援会議 担任

３月 ③移行 進路 第２回進路指導委員会

②選択

③移行

①自己理解を深める取組

②主体的な進路選択につなげる取組

③進路先への移行に向けた取組

２年

進路相談

担当月 取組学年
教育活動

活用ツール等
取組内容（行事等）

個別に取り組む内容・テーマ
資質・能力

事業所の話を聞く会

進路説明会

進路希望調査

自分ノート

職場体験実習Ⅰ（１W）

理解

相談

能力・特性を理解する力

情報

選択

表現

自己理解

マナー講座

自分ノート

主導

分掌

進路説明会

自ら相談し、支援を求める力

進路先を理解する力

能力・特性に応じた進路を選択する力

個別相談

校内実習（１W）

校外学習・出前講座

会社見学

進路講話

特別な支援を必要とする子どもの卒業後の生活へのスムーズな移行に関する研究（支援スケジュール）　　　　【豊田高等特別支援学校】

校内・保護者・進路先との連携

１年

取組

能力・特性を表現し、伝える力

高めたい

資質・能力
主体的な進路選択

進路先への移行に向けた取組

研究推進

３つの柱

（取組）

①理解

進路オリエンテーション

３年
産業現場等における実習

移行支援計画作成

就業・生活支援センター登録

進路講話

移行支援会議

実習前面談

求職登録

自分ノート

進路希望調査

進路講話

職場体験実習Ⅱ（２W）

個人表作成



自分ノート （  ）年生 
氏 名（           ） 

 

１ 「なりたい自分」を考えよう 
 自分の「できていること」や「できていないこと」を考えて書きましょう。 
 

○健康（生活習慣、健康状態） 

 
 

○心（気持ちの安定、ストレスへの対処） 

 
 
○人間関係、コミュニケーション（仲間の気持ちの理解・発言や行動、集団活動への参加） 

 
 
○身体の動き（姿勢、動き、作業動作） 

 
 
〇その他（先生の意見も参考にしよう） 

 
 
 
 
 

できること（長所）  

できていないこと（短所）  

できること（長所）  

できていないこと（短所）  

できること（長所）  

できていないこと（短所）  

できること（長所）  

できていないこと（短所）  

できること（長所）  

できていないこと（短所）  

【別紙２　自分ノート】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県立豊田高等特別支援学校



２ 「なりたい自分」を決めよう 
左のページに書いた内容を参考にして、「～になりたい」と書きましょう。 

（例）「大きな声であいさつができるので、もっとさわやかな声であいさつできるようになりたい。」 
   「すぐに怒ってしまうのをやめて、落ち着いて行動できるようになりたい。」 

 
３ 努力することを決めよう 
 なりたい自分になるために努力することを決めましょう。できるだけ具体的に書きましょう。 
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４ 面談シート 
 面談の前に記入をしておきましょう。 
 
＜面談 一回目＞ （  月） 
なりたい自分の設定理由 
 

 

 

 

 

先生から 
 

 
 
 

＜面談 二回目＞ （   月） 
成 果（できるようになったこと、がんばったことなど） 
 

 

 

 

 
課 題（できなかったこと、今後取り組んでいくこと） 
 

 

 

 

 
先生から 
 

 
 
 
→成果・課題を踏まえて、「後期の努力すること」を作成しましょう。 
 
 



＜面談 三回目＞ （   月） 
成 果（できるようになったこと、がんばったことなど） 
 

 

 

 

 
課 題（できなかったこと、今後取り組んでいくこと） 
 

 

 

 

 
先生から 
 

 
 

＜面談 四回目＞ （   月） 

成 果（できるようになったこと、がんばったことなど） 
 

 

 

 

 
課 題（できなかったこと、今後取り組んでいくこと） 
 

 

 

 

 
先生から 
 

 

 


